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滴 翠 会 会 報
７月号2013 第271号

社会福祉法人　滴 翠 会

お　知　ら　せ
社会福祉法人滴翠会のホームページを
下記のとおり開設いたしました。

平成2 5年 6月 1 0日開設

ホームページアドレス　http://tekisuikai .or.jp/

月刊

ホームページの開設にあたって
　社会福祉法人滴翠会では法人設立37周年を期にホームページの
開設を計画し昨年から実施に向けて作業を進めておりましたが、
この程準備も整い開設にいたりました。
　もとより不備の点、未熟の点等多々あると思いますが、皆様の
御叱正をいただきながら改良を重ねて参ります。何とぞ御視聴い
ただきますようお願い申し上げます。

社会福祉法人滴翠会　理事長　高 木 康 夫
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

第
七
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

こ
の
行
事
は
利
用
者
の
方
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
日
々
行
わ
れ
て
い

る
体
操
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
っ

た
方
向
か
ら
楽
し
み
つ
つ
、
競
技
と
し
て
お

互
い
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
普
段
で
は
発
揮

し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
個
々
人
の
実
力
を
十

分
に
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
「
こ
ろ
こ
ろ
ボ
ー
ル
」
と
い
う
競

技
は
、
幅
六
〇
×
長
さ
一
八
〇
セ
ン
チ
の
坂

に
、
パ
チ
ン
コ
台
の
様
な
釘
や
風
車
で
障
害

物
を
つ
く
り
、
傾
斜
を
つ
け
て
セ
ッ
ト
し
ま

す
。
大
小
重
さ
の
違
う
十
五
個
の
ボ
ー
ル
を

上
部
よ
り
こ
ろ
が
し
、
利
用
者
が
下
部
で
ボ

ウ
ル
に
て
受
け
と
り
、
入
っ
た
ボ
ー
ル
の
数

で
競
い
合
い
ま
す
。
普
段
は
ゆ
っ
く
り
と
動

か
れ
る
方
が
、
真
剣
に
ボ
ー
ル
を
目
で
追
い
、

素
早
く
ボ
ー
ル
を
受
け
と
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
も
年
々
変

化
す
る
体
力
や
能
力
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

滴
翠
苑
で
の
実
習
を
終
え
て

　

茨
城
大
学
教
育
学
部　
　
　
　
　

　
二
年　

南
島　

康
敬　

　

実
習
初
日
は
、
介
護
施
設
と
い
う
場
所
に

不
安
が
あ
り
、
緊
張
し
て
し
ま
い
、
利
用
者

の
方
々
と
積
極
的
に
話
し
た
り
、
上
手
く
接

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
日
が
経
つ
ご
と
に
利
用
者
の
方
々
と

打
ち
解
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用

者
の
方
々
と
お
話
を
す
る
と
、
私
の
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
見
て
い
た
ら
、
利
用

者
一
人
一
人
に
合
っ
た
介
助
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
必
要
最
低
限
の
介
助
を
し
、
で

き
る
だ
け
自
分
達
で
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
師
に

な
っ
た
時
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。

レ ク リ ェ ー シ ョ ン 大 会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
老
後
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
場
所
で
す
。
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�
七
月
の
行
事

　

七
夕
ま
つ
り　
　
　
　
　

七
月　
　

四
日

　

出
張
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　

七
月　

十
一
日

　

歩
け
歩
け
大
会　
　
　
　

七
月
二
十
六
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　

七
月　

三
十
日

　

総
合
防
災
訓
練

　

六
月
七
日
、
消
防
署
と
防
災
業
者
の
立
ち

会
い
の
も
と
、
通
報
訓
練
・
避
難
訓
練
・
消

火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
を
使
っ
た
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
二
人
勤
務
の
夜
間
を
想
定

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
報
訓
練
で
は
、
消

防
署
や
利
用
者
に
現
場
の
状
況
を
確
実
に
伝

え
る
事
が
大
切
で
す
。
避
難
訓
練
で
は
、
早

く
、
安
全
に
利
用
者
を
避
難
誘
導
す
る
事
が

重
要
で
す
。
消
火
訓
練
で
は
、
消
防
署
の
職

員
の
方
か
ら
消
火
器
の
取
り
扱
い
方
の
説
明

を
受
け
、
苑
職
員
が
実
演
し
ま
し
た
。
慌
て

て
し
ま
う
と
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ず
消
火
器
の

効
力
も
半
減
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
の
話
の
中
で
、
煙
に
巻
か
れ
、

煙
を
吸
い
こ
ん
で
酸
欠
状
態
に
な
り
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
の
事
で
し
た
。
避
難
す

る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

職
員
一
同
、
い
ざ
と
い
う
時
、
慌
て
ず
に

行
え
る
様
、
真
剣
に
取
り
く
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

五
日
間
と
い
う
と
て
も
短
い
期
間
で
し
た

が
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
貴

重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
実
習
で
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
、

今
後
の
生
活
や
将
来
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
は
お
忙

し
い
な
か
、
介
護
等
体
験
と
い
う
こ
と
で
実

習
を
さ
せ
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

消 　 火 　 訓 　 練
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

関
東
地
区
救
護
施
設
研
究
協
議
会

　

六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
群
馬

県
高
崎
市
に
於
い
て
第
四
十
七
回
関
東
地
区

救
護
施
設
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
一
都
七
県
か
ら
三
十
七
施
設
、
一
六
一

名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
こ

れ
か
ら
の
救
護
施
設
の
役
割
」
で
す
。

　

ま
ず
中
央
情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
制
度
改
革
の
動
き
、
生
活
保
護
を
め

ぐ
る
動
向
・
今
年
度
の
推
進
事
業
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
推
進
事
業
で
は
特
に
生
活
困
窮

者
支
援
と
個
別
支
援
計
画
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
と
個
別

支
援
計
画
に
つ
い
て
事
例
報
告
や
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
、
さ
ら
に
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
で
も
個
別
支
援
と
し
て
地
域
移
行

支
援
に
力
を
入
れ
、
専
門
委
員
と
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

利
用
者
支
援
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

半
ノ
木
霊
園
お
墓
参
り

　

慈
翠
舘
か
ら
歩
い
て
十
五
分
位
の
所
に
半

ノ
木
霊
園
が
あ
り
ま
す
。
霊
園
に
は
滴
翠
会

墓
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
滴
翠
会
各
施
設
の

物
故
者
の
方
々
が
永
眠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慈
翠
舘
で
は
、
今
年
創
立
三
十
五
周
年
を

迎
え
、
利
用
者
と
職
員
全
員
で
団
体
墓
参
を

計
画
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
滴
翠
会
は
、
創
設
者
の
高
木
理

事
長
が
慈
愛
と
慈
悲
の
思
い
を
込
め
て
福
祉

事
業
の
創
設
に
あ
た
り
、
お
身
内
の
い
な
い

方
の
た
め
に
墓
地
を
設
け
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
慈
翠
舘
の
一
人
ひ
と
り
が
折
に
ふ
れ

滴
翠
会
・
慈
翠
舘
の
創
設
の
原
点
に
思
い
を

寄
せ
る
こ
と
で
先
人
た
ち
か
ら
の
歴
史
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら

今
回
の
団
体
墓
参
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
人
ひ
と
り
が
住
時
を
偲
び
、
墓

前
で
手
を
合
わ
せ
、
心
安
ら
か
な
気
持
ち
で

墓
参
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

墓 　 　 　 　 参
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
七
日

　

関
東
地
区
救
護
施
設
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
八
日

　

歌
ク
ラ
ブ
外
出

　

歌
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年「
カ
ラ
オ
ケ
外
出
」

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
好
き
な
曲
を
思
い
っ
き
り
歌
う
事

で
、
気
持
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
事
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
歌
本
を
見
て
曲
を
決
め
て
い
く
方

な
ど
も
い
ま
し
た
が
、
当
日
カ
ラ
オ
ケ
が
始

ま
る
と
、
た
く
さ
ん
あ
る
曲
の
中
か
ら
自
分

の
歌
い
た
い
曲
を
決
め
る
の
に
迷
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

又
、
他
の
方
が
歌
っ
て
い
る
間
は
タ
ン
バ

リ
ン
や
マ
ラ
カ
ス
を
手
に
取
り
曲
に
合
わ
せ

な
が
ら
音
を
鳴
ら
し
た
り
と
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
は
、「
皆
は
何
曲
歌
っ
た

の
？　

私
は
四
曲
歌
え
た
よ
、
も
っ
と
歌
い

た
か
っ
た
」
と
皆
さ
ん
余
韻
に
浸
り
な
が
ら

の
帰
舘
と
な
り
ま
し
た
。

　

�
七
月
の
行
事

　

誕
生
会　
　
　
　
　
　
　

七
月　
　

二
日

　

七
夕
ま
つ
り　
　
　
　
　

七
月　
　

六
日

　

夏
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

七
月　
　

六
日

　

日
帰
り
旅
行
（
御
前
山
）
七
月　
　

十
日

カ 　 ラ 　 オ 　 ケ
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

合
同
総
合
防
災
訓
練

　

石
岡
市
消
防
本
部
八
郷
消
防
署
山
崎
出
張

所
立
ち
会
い
の
も
と
、
隣
接
す
る
救
護
施
設

慈
翠
舘
と
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
が
六
月
十

七
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
午
後
一
時
四
十
分
、
調
理
室
よ
り
火
災

発
生
」
と
い
う
設
定
で
訓
練
は
始
ま
り
ま
し

た
。
初
期
消
火
、
非
常
ベ
ル
作
動
、
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
緊
急
連
絡
網
）
操
作
、
避
難
放
送
、

避
難
誘
導
と
い
っ
た
順
で
訓
練
は
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
避
難
開
始
か
ら
人
員
確
認
ま
で

九
分
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
消
火
器
を
使
っ
て
実
際
に
火

を
消
す
訓
練
や
屋
内
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
消
防
署
の
方
か
ら
訓
練
の
総
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
担
当
者
が
集

ま
っ
た
反
省
会
で
も
「『
火
事
だ
』
の
大
声

は
出
て
い
る
が
、
出
火
元
が
ど
こ
か
も
叫
ん

だ
ほ
う
が
よ
い
」
等
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
防
災
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
さ
対
策

　

梅
雨
も
明
け
夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
連

日
気
温
三
十
度
を
超
す
熱
い
日
が
続
き
ま
す
。

　

今
年
も
明
翠
苑
で
は
、
暑
さ
と
節
電
対
策

と
し
て
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
っ
た
り
、

よ
し
ず
や
す
だ
れ
を
設
置
し
た
り
し
て
、
な

る
べ
く
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
快
適
に
過
ご
し

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
前
は
、
こ
う
い
っ
た
方
法
を
ほ

と
ん
ど
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
窓
へ
の
強
烈
な
直
射
日
光
を
遮
っ
た
り
、

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
照
り
返
し
が
な
く
な
っ
た

り
と
、
昔
の
日
本
人
の
知
恵
は
と
て
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
冷
房
も
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
冷
し
過
ぎ
て
も
、
暑
く
て
も
体
調
を

崩
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
人
に
よ
っ
て
も
感

じ
方
が
違
い
ま
す
の
で
、
細
か
な
温
度
管
理

や
衣
類
の
調
節
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

水
分
も
積
極
的
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
酷

暑
と
い
わ
れ
る
今
年
の
夏
を
健
康
的
に
乗
り

き
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防 災 訓 練 の 総 評
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６月の出来事

６月２日　理学療法士の先生がみえ、
　��名の方がリハビリ訓練を行ない
　ました。
６月３日　「座談会」が行なわれ、　
　利用者の皆さんへ６月の予定を説
　明したり、皆さんからのご意見を
　伺いました。また、誕生会も行な
　われました。
６月５日　「売店」が午後開かれ、　
　お菓子など好きなものを購入して
　いただきました。
６月11日　近くにある「ダチョウ王
　国」へ出かけました。様々な動物
　がいて、楽しいひとときでした。
６月13日　「滴翠苑レクリェーショ
　ン大会」があり、２名の方が参加
　しました。様々なゲームに挑戦し
　楽しむことが出来ました。
６月17日　「合同総合防災訓練」消
　防署立ち会いのもと、隣の救護施
　設慈翠舘との合同訓練が行なわれ
　ました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

入所検討委員会

　入所検討委員会は、毎月１回明翠
苑で開かれており、石岡市高齢福祉
課の方、施設長、ケアマネジャー、
介護職員等によって入所順番が検討
されています。
　明翠苑に入所を希望される方は、

「入所申込書」を提出して下さいと
５月号で記載しました。その申込書
をもとに、ご家族や担当ケアマネジ
ャー等に様子を伺ったりして、入所
検討委員会にかけられます。
　入所の際の基準となる「入所評価
基準」、つまり①要介護度、②介護
者の状況、③在宅サービス利用率、
④近住性、があり、各項目が点数化
され、点数の高い順から名簿が作成
され、それにもとづき入所順番の検
討が加えられます。
　申込みが早くても、例えば「要介
護度」が軽かったりすると順番が下
のほうになってしまいますし、逆に
介護の必要性が高い方ほど上にくる
と大まかには言えます。申込順では
ないので、後から申込んだ方が先に
入るということもあり、待っている
方にとっては、いつ順番がくるのか
見通しが立たないといえるかもしれ
ません。

明翠苑ニュース
（６月分）

面　会　　　　99件　延��0名来苑
ショートステイ　　7名　延  �9日利用
ボランティア
　　売　　店　１名　２日来苑
研　修
社会福祉施設等新任職員研修　６月�0日
施設管理者研修　　　　　６月��日
カウンセリング研修　６月�8．�9日
安全運転管理者講習　　　６月��日
接遇・マナー研修　　　　６月�8日
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
十
一
日（
火
）

参加人数　　　10名（男１名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、すり身揚げ甘辛煮、
　　　　　　　里芋の煮物、きゅうりとシラスの
　　　　　　　酢の物、フルーツ（キウイ）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操、温熱治療器
レクリェーション　工作

　今月からあん摩・マッサージ指圧師の方が来て
くれています。毎週火曜日、午後からの楽しみの
１つです。マッサージを受けた後の利用者さんの
顔や身体は違います。「とても気持ち良い」「体が
軽くなった」「スラスラ歩ける」「手が上がる」等々、
皆さんとても喜ばれています。今月は火曜日限定
ですが、来月は何曜日になるか楽しみです。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
十
七
日（
月
）

参加人数　　　10名（男２名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、タラチリソース、切り昆布の
　　　　　　　煮付け、きゅうりの酢の物
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操、温熱治療器
レクリェーション　黒ひげ危機一髪

　今日は消防署の方が来られて明翠
苑との合同防災訓練がありました。
皆さん真剣に避難され、明翠苑の
方々はベットごと避難して来ていま
した。その後、消火器を使っての消
火訓練がありました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
十
三
日（
木
）

参加人数　　　７名（男１名　女６名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　梅御飯、すまし汁（あさり）、　
　　　　　　　棒棒鶏、カレイのから揚げ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操、温熱治療器
レクリェーション　滴翠苑のレクリエーション大会

　今年も滴翠苑から招待を受け、レ
クリエーション大会に参加して来ま
した。慈翠舘・明翠苑の利用者、職
員、ディの利用者と大勢で行って来
ました。色々なゲームがありとても
楽しかったです。昼食は手作りお弁
当をおいしく頂きました。ディに戻
り入浴をし、充実した１日でした。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

六
月
二
十
日（
木
）

参加人数　　　８名（男１名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、チキンカツ、大豆とひじきの煮物、
　　　　　　　山芋のサラダ、フルーツ（キウイ）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　音楽・クッキング

　今日のクッキングは「りんご蒸しパン」を作
りました。すりおろしたりんごとホットケーキ
の粉を混ぜて蒸しただけでしたが、作ってくれ
た人たちは手を切らないように、又、手まです
りおろさないようにと慎重に行っていました。
おやつに皆で食べると「おいしい」「りんごの
味がする」と好評で「家でも作れるといいんだ
けどな」などの声が聞かれていました。

七 　 　 　 　 夕
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気
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と
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
戻
り
、
連
絡
帳
を
確

認
す
る
と
「
食
事
は
半
分
し
か
召
し
上
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
し
ま

す
。
家
で
は
、
食
べ
な
け
れ
ば
介
助
し
て
い

つ
も
残
さ
ず
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
家
族

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
介
助
を
し
て
く
れ

な
い
の
か
な
？
と
不
満
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
か
ら
帰
っ
た
後

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
入
れ
歯
が
見
つ
か
っ

た
と
担
当
者
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
持
ち

物
の
確
認
を
し
た
時
に
気
付
か
な
か
っ
た
の

か
と
家
族
は
不
審
に
思
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
食
事
を
半
分
し
か
食
べ

な
か
っ
た
理
由
は
、
他
人
に
介
助
し
て
も
ら

う
こ
と
の
遠
慮
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
施
設

で
も
介
助
は
し
て
い
る
の
で
す
が
「
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
介

助
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
経

緯
を
家
族
に
伝
え
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
に

ミ
ス
で
し
た
。
ま
た
、
入
れ
歯
の
忘
れ
物
に

関
し
て
は
、
昼
寝
し
た
と
き
に
本
人
が
外
し
、

ベ
ッ
ド
と
マ
ッ
ト
の
す
き
ま
に
落
ち
た
よ
う

で
、
上
の
入
れ
歯
は
入
っ
て
い
た
の
で
気
付

く
の
が
遅
れ
た
よ
う
で
し
た
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家
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璧
”
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で
し
ょ
う
。

相
手
は
プ
ロ
な
の
で
す
か
ら
当
然
の
こ
と
で

す
。
け
れ
ど
、
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
一

人
の
利
用
者
に
対
し
て
大
勢
の
職
員
が
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
職
員
間
で
連
絡
を
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に
し
て
も
、
ど
ん
な
に
立
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な
人
で
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っ

て
も
全
く
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が
な
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と
は
言
え
ま
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家
族
が
一
対
一
で
介
護
す
れ
ば
思
っ
た
通

り
の
介
護
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
朝
か
ら
晩
ま
で
休
む
間
も
な
く
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護
す

る
の
は
精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
ミ
ス
を
肯
定
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
宅
で
の
介
護
を
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
お
お

ら
か
な
気
持
ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
何
か
気
に
な
る
事
が
あ
れ
ば
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
為
に
も
事

業
所
に
問
い
合
わ
せ
る
な
り
、
改
善
を
求
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
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ャ
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井
川　

由
美
子　
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《トマトとそら豆のスープ 》
　これからの暑い季節、旬の食材は栄養たっぷり、疲労回復、夏バテに効果的です。

●材　料（２人分）

　トマト ………………… ½ ヶ
　そら豆（さやから出す） … 100g
　　だし汁
　　昆布（5㎝位） ……… １枚
　　水 …………………… 1½カップ
　　塩 …………………… 1.4g
　　正油 ………………… 小さじ⅔
　　コショウ …………… 少々

　１人分
　　エネルギー　　4.6kcal
　　塩　　分　　　0.8ｇ

●作り方

①だし汁を作る
　水を張った鍋に、５㎝ほどの昆布を１枚入れ�0分お
　きます。
②そら豆は薄皮をむく。
③トマトを４等分に切り、さらにそれを、５㎜幅にス
　ライスします。
④鍋にだし汁と②を入れ火にかけ、沸騰したら、③と
　Ⓐを入れ一煮立ちしたらできあがりです。
　お好みでコショウをかけて下さい。

滴翠苑　管理栄養士　高田 恵美子　

Ⓐ


